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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御値に応じて発振周波数が変化する発振器、この発振器からのクロックを計数するカ
ウンタ、基準時刻情報を含むデジタルデータから基準時刻情報を抽出する抽出手段、その
抽出された基準時刻情報の値と前記カウンタの出力値との差分値を算出する比較手段、お
よび、その算出された差分値から前記発振器に供給する制御値を演算する演算手段を有す
るクロック生成部と、
　前記発振器からのクロックを計数する、前記カウンタが兼ねる、または前記カウンタと
は別の、到着時刻計測カウンタと、
　モード切換信号によって前記演算手段を制御して、前記基準時刻情報を含む入力デジタ
ルデータを前記基準時刻情報を含まないデジタルデータとして記録媒体に記録する時には
、前記クロック生成部を、前記発振器に前記制御値として前記差分値から演算された値が
供給されることによって前記発振器から前記基準時刻情報に同期したクロックが得られる
同期モードに切り換え、前記記録媒体からの前記基準時刻情報を含まないデジタルデータ
の再生時には、前記クロック生成部を、前記発振器に前記制御値として固定の値が供給さ
れることによって前記発振器から固定周波数のクロックが得られる固定モードに切り換え
る制御部と、
　前記記録時、前記基準時刻情報を含む入力デジタルデータを、前記同期モードに切り換
えられたクロック生成部の前記発振器から得られた、前記基準時刻情報に同期したクロッ
クによって処理して、前記基準時刻情報を含まず、前記到着時刻計測カウンタの出力値が
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到着時刻情報として付加されたデジタルデータとして、前記記録媒体に記録する記録処理
部と、
　前記再生時、前記記録媒体から再生された、前記基準時刻情報を含まず、前記到着時刻
情報が付加されているデジタルデータを、前記固定モードに切り換えられたクロック生成
部の前記発振器から得られた、固定周波数のクロックによって処理して、前記到着時刻計
測カウンタの出力値が当該デジタルデータに付加されている到着時刻情報の値に一致した
時、外部装置に出力する再生処理部と、
　を備える記録再生装置。
【請求項２】
　請求項１の記録再生装置において、
　外部から入力されたアナログ信号を、デジタルデータに変換して、前記記録媒体に記録
するための処理部と、その記録されたデジタルデータを、前記記録媒体から再生し、アナ
ログ信号に変換して、外部に出力するための処理部とを備え、
　前記制御部は、そのアナログ入力時およびアナログ出力時には、前記クロック生成部を
前記固定モードに切り換える記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、符号化ビットストリームなどのデジタルデータを記録再生する装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
デジタル放送では、映像や音声などが、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘ
ｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）などの技術によって圧縮符号化されて、衛星通信網などによっ
て放送され、受信側では、その符号化ビットストリームがリアルタイムで復号され、さら
にアナログ信号に変換されて、モニタ出力装置に出力されることによって、視聴者は映像
や音声を視聴することができる。
【０００３】
デジタル放送受信機またはデジタル放送チューナには、受信した符号化ビットストリーム
に含まれるＰＣＲ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｃｌｏｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）などの基準時刻
情報に同期した、例えば２７ＭＨｚのクロックを発生するクロック生成装置が実装され、
これによって、受信側においても、送信側と同位相のクロックが生成されて、符号化デー
タを復号するとき、符号化データを一時記憶するバッファのオーバーフローやアンダーフ
ローを生じることなく、符号化データを復号することができ、長時間の受信時においても
、映像や音声の乱れを生じることなく、映像や音声を視聴することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
デジタル放送の本格化に伴い、デジタル放送受信機またはデジタル放送チューナで受信し
た符号化ビットストリームを、デジタル記録再生装置に入力して記録媒体に記録するとと
もに、その記録された符号化ビットストリームを、記録媒体から再生してデジタル放送受
信機またはデジタル放送チューナに出力し、デジタル放送受信機またはデジタル放送チュ
ーナで復号して、再生出力を得ることが考えられている。
【０００５】
このような記録再生装置でも、上記のようなクロック生成装置を実装して、記録時には、
そのクロック生成装置から、記録再生装置に入力された符号化ビットストリームに含まれ
る基準時刻情報に同期したクロックを得て、符号化ビットストリームの処理回路に供給す
る必要がある。
【０００６】
しかし、このように記録再生装置のクロック生成部が、デジタル放送受信機またはデジタ
ル放送チューナのクロック生成部と同様に、符号化ビットストリームに含まれる基準時刻
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情報に同期したクロックが得られるＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ　Ｌｏｃｋｅｄ　Ｌｏｏｐ）構成
であると、再生時には、記録媒体から再生された符号化ビットストリームには基準時刻情
報が存在しないため、ＰＬＬ構成のクロック生成部から適切なクロックを得ることができ
なくなり、再生時のデータ処理用に別途、クロックを発生する発振器を設けない限り、記
録媒体から再生された符号化ビットストリームを処理してデジタル放送受信機またはデジ
タル放送チューナに出力するのに支障を来すことになる。
【０００７】
　そこで、この発明は、記録再生装置として、一つの発振器によって、デジタルデータ記
録用の、デジタルデータに含まれる基準時刻情報に同期したクロックと、デジタルデータ
再生用の、固定周波数のクロックとが、選択的に得られるようにしたものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この発明の記録再生装置は、
　制御値に応じて発振周波数が変化する発振器、この発振器からのクロックを計数するカ
ウンタ、基準時刻情報を含むデジタルデータから基準時刻情報を抽出する抽出手段、その
抽出された基準時刻情報の値と前記カウンタの出力値との差分値を算出する比較手段、お
よび、その算出された差分値から前記発振器に供給する制御値を演算する演算手段を有す
るクロック生成部と、
　前記発振器からのクロックを計数する、前記カウンタが兼ねる、または前記カウンタと
は別の、到着時刻計測カウンタと、
　モード切換信号によって前記演算手段を制御して、前記基準時刻情報を含む入力デジタ
ルデータを前記基準時刻情報を含まないデジタルデータとして記録媒体に記録する時には
、前記クロック生成部を、前記発振器に前記制御値として前記差分値から演算された値が
供給されることによって前記発振器から前記基準時刻情報に同期したクロックが得られる
同期モードに切り換え、前記記録媒体からの前記基準時刻情報を含まないデジタルデータ
の再生時には、前記クロック生成部を、前記発振器に前記制御値として固定の値が供給さ
れることによって前記発振器から固定周波数のクロックが得られる固定モードに切り換え
る制御部と、
　前記記録時、前記基準時刻情報を含む入力デジタルデータを、前記同期モードに切り換
えられたクロック生成部の前記発振器から得られた、前記基準時刻情報に同期したクロッ
クによって処理して、前記基準時刻情報を含まず、前記到着時刻計測カウンタの出力値が
到着時刻情報として付加されたデジタルデータとして、前記記録媒体に記録する記録処理
部と、
　前記再生時、前記記録媒体から再生された、前記基準時刻情報を含まず、前記到着時刻
情報が付加されているデジタルデータを、前記固定モードに切り換えられたクロック生成
部の前記発振器から得られた、固定周波数のクロックによって処理して、前記到着時刻計
測カウンタの出力値が当該デジタルデータに付加されている到着時刻情報の値に一致した
時、外部装置に出力する再生処理部と、
　を備えるものである。
【０００９】
　上記の構成の記録再生装置では、例えば、デジタル放送の符号化ビットストリームがデ
ジタル放送チューナから記録再生装置に入力されて記録されるときには、記録再生装置の
制御部が、モード切換信号によってクロック生成部の演算手段を、発振器に制御値として
基準時刻情報の値とカウンタの出力値との差分値に基づく値を供給するように切り換える
ことによって、クロック生成部はＰＬＬを形成して、発振器からはデジタル放送の符号化
ビットストリームに含まれる基準時刻情報に同期したクロックが得られ、デジタル放送の
符号化ビットストリームは、この基準時刻情報に同期したクロックによって処理されて、
基準時刻情報を含まず、到着時刻情報が付加された符号化ビットストリームとして記録媒
体に記録される。
　一方、この基準時刻情報を含まず、到着時刻情報が付加された符号化ビットストリーム
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が、記録媒体から再生されて、記録再生装置からデジタル放送チューナに出力されるとき
には、記録再生装置の制御部が、モード切換信号によってクロック生成部の演算手段を、
発振器に制御値として固定の値を供給するように切り換えることによって、クロック生成
部はＰＬＬを形成しないで、発振器からは固定周波数のクロックが得られ、記録媒体から
再生された、基準時刻情報を含まず、到着時刻情報が付加されている符号化ビットストリ
ームは、この固定周波数のクロックによって処理されて、到着時刻計測カウンタの出力値
が当該の符号化ビットストリームに付加されている到着時刻情報の値に一致した時、デジ
タル放送チューナに出力される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
〔記録再生装置の概要…図１〕
図１は、この発明の記録再生装置の一例を示し、映像および音声を、ＭＰＥＧ２規格に準
拠して圧縮符号化し、ＭＰＥＧ２システム規格に従って多重化して、ＭＰＥＧ２－ＴＳ（
Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｓｔｒｅａｍ）として、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ
）内のディスク（ハードディスク）に記録し、ディスクから再生する場合である。
【００１１】
なお、以下では、アナログ映像信号およびアナログ音声信号を、映像信号および音声信号
と称し、デジタル映像信号およびデジタル音声信号は、デジタル映像データおよびデジタ
ル音声データ、または単に映像データおよび音声データと称する。また、「インタフェー
ス」は「Ｉ／Ｆ」と略称する。
【００１２】
この例では、記録再生装置１０は、地上波アナログテレビ放送を受信するアンテナ１が接
続され、アナログ入力端子１１Ｖ，１１Ａ，１１Ｓ、アナログ出力端子１２Ｖ，１２Ａ，
１２Ｓ、デジタル入出力端子１５、デジタルＩ／Ｆ回路１７、入力処理部２０、出力処理
部３０、多重分離処理部４０、バッファ制御回路５０、ＨＤＤ６０、システムコントロー
ラ７０および同期制御回路８０を備える。多重分離処理部４０は、多重化回路４１および
分離回路４２を備える。
【００１３】
システムコントローラ７０は、図では省略したが、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＣＰＵが実行すべきプログラムや固定データなどが書き込まれ
たＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、およびＣＰＵのワークエリアなどとし
て機能するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などを備え、記録再生
装置１０全体を制御するものである。
【００１４】
（アナログ入力処理および記録）
アンテナ１で受信された地上波アナログテレビ放送は、地上波チューナ２１で選局されて
、地上波チューナ２１から映像信号および音声信号が得られ、その映像信号および音声信
号が、入力切換回路２２の一方の入力端に供給される。
【００１５】
入力端子１１Ｖには外部機器からコンポジット映像信号が、入力端子１１Ａには外部機器
から音声信号が、入力端子１１Ｓには外部機器からセパレート映像信号が、それぞれ供給
される。
【００１６】
入力端子１１Ｖからのコンポジット映像信号、および入力端子１１Ａからの音声信号は、
入力切換回路２２の他方の入力端に供給され、入力切換回路２２がシステムコントローラ
７０によって切り換えられて、入力切換回路２２から、いずれかの映像信号および音声信
号が選択されて取り出される。
【００１７】
入力切換回路２２からの映像信号は、ＹＣ分離回路２３で輝度信号と色差信号に分離され
て、別の入力切換回路２４の一方の入力端に供給される。また、入力端子１１Ｓからのセ
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パレート映像信号（輝度信号および色差信号）が、入力切換回路２４の他方の入力端に供
給され、入力切換回路２４がシステムコントローラ７０によって切り換えられて、入力切
換回路２４から、いずれかの輝度信号および色差信号が選択されて取り出される。
【００１８】
入力切換回路２４からの輝度信号および色差信号は、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅ
ｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）デコーダ２５で、それぞれＡ／
Ｄ変換され、さらにクロマエンコード処理されて、ＮＴＳＣデコーダ２５からコンポーネ
ント映像データが得られる。
【００１９】
また、ＮＴＳＣデコーダ２５では、入力切換回路２４からの輝度信号から垂直同期信号お
よび水平同期信号が分離されるとともに、その分離された同期信号に基づいてクロックお
よびフィールド判別信号が生成され、これら同期信号、クロックおよびフィールド判別信
号が、同期制御回路８０に供給される。同期制御回路８０では、これらの信号を基準とし
て記録再生装置１０の各部に必要なクロックおよびタイミング信号が生成されて、記録再
生装置１０の各部に供給される。
【００２０】
ＮＴＳＣデコーダ２５からの映像データは、プリ映像処理回路２６でプリフィルタリング
処理などの映像処理が施されたのち、ＭＰＥＧ映像エンコーダ２７および出力処理部３０
のポスト映像処理回路３２に供給される。
【００２１】
ＭＰＥＧ映像エンコーダ２７では、プリ映像処理回路２６からの映像データに対してブロ
ックＤＣＴ（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｃｏｓｉｎｅ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）などの符号化処理
が施されて、映像ＥＳ（Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔｒｅａｍ）が生成され、そのＭＰＥ
Ｇ映像ＥＳが、多重分離処理部４０に供給される。
【００２２】
一方、入力切換回路２２からの音声信号は、音声Ａ／Ｄ変換器２８でデジタル音声データ
に変換されたのち、ＭＰＥＧ音声エンコーダ２９および出力処理部３０の出力切換回路３
５に供給される。
【００２３】
ＭＰＥＧ音声エンコーダ２９では、音声Ａ／Ｄ変換器２８からの音声データがＭＰＥＧフ
ォーマットに従って圧縮されて、音声ＥＳが生成され、そのＭＰＥＧ音声ＥＳが、多重分
離処理部４０に供給される。
【００２４】
多重分離処理部４０では、多重化回路４１において、ＭＰＥＧ映像エンコーダ２７からの
映像ＥＳおよびＭＰＥＧ音声エンコーダ２９からの音声ＥＳと各種制御信号とが多重化さ
れて、ＭＰＥＧ２システムのＴＳが生成され、そのＭＰＥＧ２－ＴＳが、バッファ制御回
路５０に送出される。
【００２５】
バッファ制御回路５０は、多重化回路４１から連続的に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳを、
ＨＤＤ６０に断続的に送出する。すなわち、ＨＤＤ６０がシーク動作を行っているときに
は、書き込みができないので、入力されたＭＰＥＧ２－ＴＳをバッファに一時蓄え、ＨＤ
Ｄ６０が書き込み可能なときに、そのＭＰＥＧ２－ＴＳを入力レートより高いレートでバ
ッファから読み出してＨＤＤ６０に送出する。これによって、バッファ制御回路５０に連
続的に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳは、途切れることなくディスク（ハードディスク）６
１に記録される。
【００２６】
ＨＤＤ６０は、システムコントローラ７０によって制御されて、ディスク６１にＭＰＥＧ
２－ＴＳを書き込む。バッファ制御回路５０とＨＤＤ６０との間のプロトコル（Ｉ／Ｆ）
としては、ＩＤＥ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ）な
どが用いられる。
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【００２７】
（再生およびアナログ出力処理）
再生時には、ＨＤＤ６０は、システムコントローラ７０によって制御されて、ディスク６
１からＭＰＥＧ２－ＴＳを読み出し、バッファ制御回路５０に送出する。バッファ制御回
路５０は、記録時とは逆に、ＨＤＤ６０から断続的に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳを、連
続的なＭＰＥＧ２－ＴＳに変換して、多重分離処理部４０の分離回路４２に供給する。
【００２８】
分離回路４２では、その連続的なＭＰＥＧ２－ＴＳのヘッダが解析処理されることによっ
て、ＭＰＥＧ２－ＴＳからＰＥＳ（Ｐａｃｋｅｔｉｚｅｄ　Ｅｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｓｔ
ｒｅａｍ）が分離されて、ＭＰＥＧ映像音声デコーダ３１に供給される。
【００２９】
ＭＰＥＧ映像音声デコーダ３１では、分離回路４２からのＰＥＳが映像ＥＳと音声ＥＳに
分離され、さらに、その映像ＥＳがＭＰＥＧ映像デコーダで復号されてベースバンドの映
像データに変換され、音声ＥＳがＭＰＥＧ音声デコーダで復号されてベースバンドの音声
データに変換される。変換後の映像データはポスト映像処理回路３２に供給され、音声デ
ータは出力切換回路３５に供給される。
【００３０】
ポスト映像処理回路３２では、ＭＰＥＧ映像音声デコーダ３１からの映像データおよびプ
リ映像処理回路２６からの映像データに対して、両者の切り換えまたは合成やポストフィ
ルタリング処理などの映像処理が施され、処理後の映像データが、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒ
ｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）処理回路３３に供給される。
【００３１】
ＯＳＤ処理回路３３では、ポスト映像処理回路３２からの映像データに、表示画面上でグ
ラフィックスなどの画像が重畳的または部分的に表示されるような処理が施され、処理後
の映像データが、ＮＴＳＣエンコーダ３４に供給される。
【００３２】
ＮＴＳＣエンコーダ３４では、ＯＳＤ処理回路３３からの映像データ（コンポーネント映
像データ）が、輝度データと色差データとに変換され、さらに、その輝度データおよび色
差データが、それぞれＤ／Ａ変換されて、それぞれアナログ信号のコンポジット映像信号
およびセパレート映像信号が得られる。そのコンポジット映像信号は出力端子１２Ｖに導
出され、セパレート映像信号は出力端子１２Ｓに導出される。
【００３３】
一方、出力切換回路３５では、システムコントローラ７０によって、ＭＰＥＧ映像音声デ
コーダ３１からの音声データと、音声Ａ／Ｄ変換器２８からの音声データとの、いずれか
が選択されて取り出される。この選択された音声データは、音声Ｄ／Ａ変換器３６でアナ
ログ音声信号に変換されて、出力端子１２Ａに導出される。
【００３４】
（外部装置とのＩ／Ｆの概要）
記録再生装置１０は、デジタル入出力端子１５と多重分離処理部４０との間に双方向バス
１６，１８を介してデジタルＩ／Ｆ回路１７が接続されたものとされて、デジタル入出力
端子１５に外部装置１１０を接続することによって、外部装置１１０から入力された符号
化された映像音声データをディスク６１に記録し、ディスク６１から再生された符号化さ
れた映像音声データを外部装置１１０に出力することができる。
【００３５】
外部装置１１０としては、ＩＲＤ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ＲｅｃｅｉｖｅｒＤｅｃｏｄ
ｅｒ）やパーソナルコンピュータなどの機器を接続することができる。外部装置１１０と
記録再生装置１０とのデジタルＩ／Ｆとしては、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　
Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）１３９
４規格のＩ／Ｆなどを用いることができる。
【００３６】
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外部装置１１０からデジタル入出力端子１５に入力された符号化された映像音声データは
、デジタルＩ／Ｆ回路１７で、フォーマット変換などの処理が施され、記録再生装置１０
に適合するＭＰＥＧ２－ＴＳに変換されて、多重分離処理部４０に送出される。多重分離
処理部４０では、必要に応じて制御信号の解析や生成が行われた上で、そのＭＰＥＧ２－
ＴＳが、バッファ制御回路５０に送出され、ＨＤＤ６０によってディスク６１に記録され
る。
【００３７】
これと同時に、分離回路４２で、記録されるＭＰＥＧ２－ＴＳからＰＥＳが分離されて、
ＭＰＥＧ映像音声デコーダ３１に供給されることによって、出力端子１２Ｖ，１２Ｓおよ
び１２Ａに、外部装置１１０からの映像音声データによるアナログ映像信号およびアナロ
グ音声信号を得ることができる。
【００３８】
再生時には、ＨＤＤ６０によってディスク６１からＭＰＥＧ２－ＴＳが読み出され、バッ
ファ制御回路５０で連続的なＭＰＥＧ２－ＴＳに変換されて、多重分離処理部４０に送出
される。多重分離処理部４０では、必要に応じて制御信号の解析や生成が行われた上で、
そのＭＰＥＧ２－ＴＳがデジタルＩ／Ｆ回路１７に送出される。デジタルＩ／Ｆ回路１７
では、記録時とは逆の処理によって、そのＭＰＥＧ２－ＴＳが外部装置１１０に適合する
映像音声データに変換されて、デジタル入出力端子１５を介して外部装置１１０に出力さ
れる。
【００３９】
これと同時に、分離回路４２で、再生されたＭＰＥＧ２－ＴＳからＰＥＳが分離されて、
ＭＰＥＧ映像音声デコーダ３１に供給されることによって、出力端子１２Ｖ，１２Ｓおよ
び１２Ａに、再生アナログ映像信号および再生アナログ音声信号を得ることができる。
【００４０】
〔デジタル放送の符号化データの記録再生とクロック生成…図２～図４〕
以上のような記録再生装置１０において、外部装置１１０としてデジタル放送チューナを
接続して、デジタル放送チューナで受信した符号化ビットストリームを記録再生装置１０
に入力してディスク６１に記録し、ディスク６１から再生した符号化ビットストリームを
デジタル放送チューナに出力する場合の、クロック生成方法およびデータ処理方法を以下
に示す。
【００４１】
（システム構成…図２）
図２は、この場合のシステム構成の一例を示す。この例では、放送局からは、複数のプロ
グラムの映像や音声などの情報が、ＭＰＥＧ２規格に準拠して圧縮符号化され、ＭＰＥＧ
２システム規格に従って多重化されて、ＭＰＥＧ２－ＴＳとして放送される。
【００４２】
受信側では、そのデジタル放送がアンテナ１３０で受信され、デジタル放送チューナ１２
０でユーザによって選択されたプログラムの符号化データが復号され、さらにアナログ信
号に変換されて、モニタ出力装置１４０に出力される。
【００４３】
このデジタル放送チューナ１２０に、上述した記録再生装置１０のデジタル入出力端子１
５が接続される。デジタル放送チューナ１２０と記録再生装置１０とのデジタルＩ／Ｆと
しては、例えば、上述したＩＥＥＥ１３９４規格のＩ／Ｆが用いられる。そして、後述の
ように、デジタル放送チューナ１２０で選択されたプログラムの符号化データが、デジタ
ル放送チューナ１２０からデジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０に入力され
てディスク６１に記録されるとともに、ディスク６１から再生された符号化データが、デ
ジタルＩ／Ｆ回路１７を介してデジタル放送チューナ１２０に出力される。
【００４４】
（多重分離処理部およびクロック生成部の構成…図３）
図３は、この場合の記録再生装置１０の多重分離処理部４０および多重分離処理部４０内
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に設けられるクロック生成部９０の一例を示す。この例の多重分離処理部４０は、クロッ
ク生成部９０、多重化回路４１、分離回路４２、セレクタ４３，４４、到着時刻計測カウ
ンタ４７、到着時刻付加回路４８および出力タイミング制御回路４９を備える。
【００４５】
また、多重分離処理部４０は、図では省略したが、内部に多重分離処理部４０全体を制御
するＣＰＵを備えるとともに、クロック生成部９０のＶＣＸＯ（Ｖｏｌｔａｇｅ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｏｓｃｉｌｌａｔｏｒ）９１およびＤ／Ａ変換器９７
を除いて、ワンチップのＬＳＩ（Ｌａｒｇｅ　Ｓｃａｌｅ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔ）として構成される。
【００４６】
クロック生成部９０は、制御電圧に応じて発振周波数が２７ＭＨｚを中心として一定範囲
内で変化するＶＣＸＯ９１、このＶＣＸＯ９１からのクロックを計数するＳＴＣ（Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｔｉｍｅ　Ｃｌｏｃｋ）カウンタ９２、デジタルＩ／Ｆ回路１７から双方向バス
１８に出力されたＭＰＥＧ２－ＴＳから、これに含まれる基準時刻情報としてのＰＣＲの
ＰＩＤ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を検出するＰＩＤ検出回路９３
、その検出されたＰＩＤによって、デジタルＩ／Ｆ回路１７から双方向バス１８に出力さ
れたＭＰＥＧ２－ＴＳから、これに含まれるＰＣＲを抽出するＰＣＲ抽出回路９４、その
抽出されたＰＣＲの値とＳＴＣカウンタ９２の出力値（カウント値）との差分値を算出す
る比較回路９５、その算出された差分値から演算した値、またはあらかじめ設定された固
定の値を、制御データとして出力する制御演算回路９６、および、その制御データを０～
５Ｖのアナログ制御電圧に変換してＶＣＸＯ９１に供給するＤ／Ａ変換器９７によって構
成される。
【００４７】
ＶＣＸＯ９１は、制御演算回路９６からの制御値が固定値とされる場合には、発振周波数
が２７ＭＨｚに固定され、制御演算回路９６からの制御値が比較回路９５からの差分値に
基づく値とされる場合には、その制御値が大きいときほど発振周波数が高くなるように、
その制御値に応じて発振周波数がほぼ線形に変化するものとされる。
【００４８】
制御演算回路９６は、記録再生装置１０の図では省略した操作部でのユーザの動作モード
切換操作に基づいてシステムコントローラ７０から制御演算回路９６に送出されるモード
切換信号によって、後述のように出力の制御値が切り換えられる。
【００４９】
到着時刻計測カウンタ４７は、ＳＴＣカウンタ９２と同様にＶＣＸＯ９１からのクロック
を計数するもので、ＳＴＣカウンタ９２に兼ねさせることもできるが、この例はＳＴＣカ
ウンタ９２とは別に設ける場合である。到着時刻付加回路４８および出力タイミング制御
回路４９については、後述する。
【００５０】
（記録時の動作）
放送局から放送されるＭＰＥＧ２－ＴＳは、複数のプログラムの、例えば、図４（Ａ）に
示すようにプログラムＡ，Ｂ，Ｃの３プログラムの、映像や音声などの情報が、１本のス
トリームに多重化されたものである。
【００５１】
図２のデジタル放送チューナ１２０では、ユーザは、そのうちの記録したいプログラムを
選択する。デジタル放送チューナ１２０は、その選択されたプログラムのみをＭＰＥＧ２
－ＴＳとして、デジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０に送出する。したがっ
て、記録再生装置１０に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳは、図４（Ｂ）に示すように歯抜け
のＴＳ（パーシャルＴＳ）となる。
【００５２】
図３の多重分離処理部４０では、このデジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０
に入力されて双方向バス１８に得られたＭＰＥＧ２－ＴＳに含まれる最初のＰＣＲ値が、
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ＰＣＲ抽出回路９４からＳＴＣカウンタ９２および到着時刻計測カウンタ４７にロードさ
れる。
【００５３】
２個目以降のＰＣＲ値は、ＰＣＲ抽出回路９４から抽出されるごとに、比較回路９５でＳ
ＴＣカウンタ９２の出力値と比較される。そして、この記録時には、システムコントロー
ラ７０から制御演算回路９６に送出されるモード切換信号がＰＬＬオンを指示する状態と
されて、制御演算回路９６は、比較回路９５からの差分値から演算した値を制御データと
してＤ／Ａ変換器９７に出力するＰＬＬオンの状態に切り換えられる。
【００５４】
したがって、このとき、ＳＴＣカウンタ９２および到着時刻計測カウンタ４７の出力値が
ＰＣＲ抽出回路９４から抽出されたＰＣＲ値と等しくなって、両者の差分値がゼロとなる
ように、ＶＣＸＯ９１の発振周波数がフィードバック制御される。
【００５５】
すなわち、ＶＣＸＯ９１の発振周波数が低いために、ＳＴＣカウンタ９２および到着時刻
計測カウンタ４７の出力値の増加速度が遅く、その出力値がＰＣＲ値より小さいときには
、ＶＣＸＯ９１の発振周波数が高くなるように制御され、逆に、ＶＣＸＯ９１の発振周波
数が高いために、ＳＴＣカウンタ９２および到着時刻計測カウンタ４７の出力値の増加速
度が早く、その出力値がＰＣＲ値より大きいときには、ＶＣＸＯ９１の発振周波数が低く
なるように制御される。
【００５６】
このようなフィードバック制御によって、ＳＴＣカウンタ９２および到着時刻計測カウン
タ４７の出力値は、ＰＣＲ抽出回路９４から抽出されたＰＣＲ値と等しくなって、デジタ
ルＩ／Ｆ回路１７を介して双方向バス１８に得られたＭＰＥＧ２－ＴＳの各パケットの到
着時刻を示すものとなる。
【００５７】
そして、到着時刻付加回路４８において、この到着時刻計測カウンタ４７の出力値が、双
方向バス１８に得られたＭＰＥＧ２－ＴＳの各パケットの末尾に、パケットの到着時刻を
示す情報として付加され、その到着時刻情報が付加されたＭＰＥＧ２－ＴＳが、到着時刻
付加回路４８からセレクタ４３を介してバッファ制御回路５０に送出され、バッファ制御
回路５０において、図４（Ｃ）に示すように各パケットの間が詰められて、ＨＤＤ６０に
よってディスク６１に記録される。
【００５８】
（再生時の動作）
再生時、ユーザは、記録再生装置１０において、ディスク６１に記録されているデータか
ら、視聴したいプログラムのデータを選択する。
【００５９】
これによって、ディスク６１から、その選択されたプログラムのデータが、図４（Ｃ）に
示すように各パケットの末尾に到着時刻情報が付加され、かつ各パケットの間が詰まった
ＭＰＥＧ２－ＴＳとして読み出される。その再生されたＭＰＥＧ２－ＴＳは、バッファ制
御回路５０に送出され、バッファ制御回路５０からセレクタ４４を介して出力タイミング
制御回路４９に供給される。
【００６０】
そして、この再生時には、システムコントローラ７０から制御演算回路９６に送出される
モード切換信号がＰＬＬオフを指示する状態とされて、制御演算回路９６は、あらかじめ
設定された固定の値を制御データとしてＤ／Ａ変換器９７に出力するＰＬＬオフの状態に
切り換えられ、ＶＣＸＯ９１の発振周波数が２７ＭＨｚに固定される。
【００６１】
このＶＣＸＯ９１からの２７ＭＨｚの固定周波数のクロックは、到着時刻計測カウンタ４
７で計数される。出力タイミング制御回路４９は、再生されたＭＰＥＧ２－ＴＳの最初の
パケットに付加されている到着時刻情報を到着時刻計測カウンタ４７にロードする。
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【００６２】
さらに、出力タイミング制御回路４９は、再生されたＭＰＥＧ２－ＴＳの２個目以降の各
パケットにつき、到着時刻計測カウンタ４７の出力値を参照しながら、到着時刻計測カウ
ンタ４７の出力値がパケットに付加されている到着時刻情報の値に一致した時、そのパケ
ットを双方向バス１８に出力する。
【００６３】
これによって、出力タイミング制御回路４９から双方向バス１８には、図４（Ｄ）に示す
ように、記録時と同じタイミングでパケットが出力され、記録時と同じ歯抜けのＭＰＥＧ
２－ＴＳが出力される。ただし、到着時刻情報は、記録再生装置１０の内部でのみ用いら
れるものであるので、出力タイミング制御回路４９からは出力されない。
【００６４】
双方向バス１８に出力されたＭＰＥＧ２－ＴＳは、デジタルＩ／Ｆ回路１７を介してデジ
タル放送チューナ１２０に出力されて復号され、さらにアナログ信号に変換されて、モニ
タ出力装置１４０に出力される。
【００６５】
（アナログ入力時およびアナログ出力時の動作）
図１で上述したように、地上波チューナ２１または入力端子１１Ｖ，１１Ｓ，１１Ａから
の映像信号および音声信号によって多重化回路４１から得られるＭＰＥＧ２－ＴＳをディ
スク６１に記録する場合には、図３に示すように、その多重化回路４１からのＭＰＥＧ２
－ＴＳが、セレクタ４３を介してバッファ制御回路５０に送出され、ＨＤＤ６０によって
ディスク６１に記録される。
【００６６】
この場合、システムコントローラ７０からのモード切換信号はＰＬＬオフを指示する状態
とされて、ＶＣＸＯ９１からは２７ＭＨｚの固定周波数のクロックが出力され、その固定
周波数のクロックが多重化回路４１に供給されて、多重化回路４１での多重化処理が実行
される。
【００６７】
また、このように記録されたＭＰＥＧ２－ＴＳをディスク６１から再生して図１の出力端
子１２Ｖ，１２Ｓおよび１２Ａに再生映像信号および再生音声信号を得る場合には、図３
に示すように、バッファ制御回路５０からの再生されたＭＰＥＧ２－ＴＳが、セレクタ４
４を介して分離回路４２に供給される。
【００６８】
この場合も、システムコントローラ７０からのモード切換信号はＰＬＬオフを指示する状
態とされて、ＶＣＸＯ９１からは２７ＭＨｚの固定周波数のクロックが出力され、その固
定周波数のクロックが分離回路４２に供給されて、分離回路４２での分離処理が実行され
る。
【００６９】
〔他の例または実施形態〕
上述した例では、デジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０に入力されるＭＰＥ
Ｇ２－ＴＳが、図４（Ｂ）に示したようなパーシャルＴＳ（歯抜けのＴＳ）であり、記録
再生装置１０に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳにはＰＣＲパケットが１系列しか存在しない
ので、ＰＩＤ検出回路９３ではＰＡＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　Ｔａ
ｂｌｅ）およびＰＭＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｍａｐ　Ｔａｂｌｅ）を順に参照することによ
ってＰＣＲのＰＩＤを特定することができる。
【００７０】
しかし、デジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０に入力されるＭＰＥＧ２－Ｔ
Ｓが、図４（Ａ）に示すようなフルＴＳ（複数のプログラムが多重されていてパケット間
が詰まったＴＳ）の場合には、記録再生装置１０に入力されるＭＰＥＧ２－ＴＳにはＰＣ
Ｒパケットがプログラム数と同数の系列存在するので、そのままではＰＣＲのＰＩＤを特
定することができない。そのため、この場合には、デジタル放送チューナ１２０が記録再
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特定する手段が必要である。
【００７１】
また、デジタルＩ／Ｆ回路１７を介して記録再生装置１０に入力されるビットストリーム
がＭＰＥＧ２－ＴＳ以外の場合でも、ＰＣＲのような基準時刻情報が付加されたパケット
が送られるものであれば、上述した例と同様のＰＬＬオンオフ機能を実現することができ
る。例えば、ＭＰＥＧ２－ＰＳ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｓｔｒｅａｍ）では、ＳＣＲ（Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｃｌｏｃｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）が、ＤＳＳ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓａｔｅｌｌ
ｉｔｅ　Ｓｙｓｔｅｍ：米国のデジタル衛星放送で多く用いられているシステムストリー
ム形式）では、ＲＴＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｓｔａｍｐ）が、それぞれＭＰ
ＥＧ２－ＴＳのＰＣＲに相当するので、これら基準時刻情報を抽出することによって、上
述した例と同様のＰＬＬオンオフ機能を実現することができる。
【００７２】
また、上述した例は、記録再生装置１０にデジタル放送チューナ１２０を接続する場合で
あるが、例えば、記録再生装置１０に他のデジタル記録再生装置を接続して、他のデジタ
ル記録再生装置からのデジタルデータを記録再生装置１０に入力してディスク６１に記録
し、またはディスク６１からデジタルデータを再生して他のデジタル記録再生装置に出力
し、あるいは記録再生装置１０にデジタル動画撮影装置を接続して、そのデジタル動画撮
影装置からのデジタルデータを記録再生装置１０に入力してディスク６１に記録すること
もできる。
【００７３】
さらに、上述した例は、デジタル放送チューナ１２０を外部装置として記録再生装置１０
に接続する場合であるが、デジタル放送チューナを記録再生装置に組み込んで記録再生装
置と一体化し、または記録再生装置をデジタル放送受信機に組み込んで受信機と一体化す
ることもでき、その場合には、上述した記録再生装置１０のクロック生成部９０とデジタ
ル放送チューナまたはデジタル放送受信機のクロック生成部を共通化することができる。
【００７４】
また、上述した例は、記録再生装置の記録媒体（記憶素子）としてハードディスクを用い
る場合であるが、光ディスク、光磁気ディスク、半導体メモリなどを用いてもよい。
【００７５】
【発明の効果】
　上述したように、この発明によれば、記録再生装置として、一つの発振器によって、デ
ジタルデータ記録用の、デジタルデータに含まれる基準時刻情報に同期したクロックと、
デジタルデータ再生用の、固定周波数のクロックとを、選択的に得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の記録再生装置の一例を示す図である。
【図２】この発明の記録再生装置に外部装置を接続する場合のシステム構成の一例を示す
図である。
【図３】多重分離処理部およびクロック生成部の一例を示す図である。
【図４】デジタル放送の符号化ビットストリームを記録再生する際のデータ処理の一例を
示す図である。
【符号の説明】
主要部については図中に全て記述したので、ここでは省略する。
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